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。
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▽
普
段
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

―
ま
だ
歩
き
方
が
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
、
普
段
は
抱
っ
こ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
室
内
な
ど
歩
け
る
よ
う
な
所
で
は
、
転
び
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
時
に
は
兄

や
姉
を
追
い
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
最
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
？

―
最
近
「
だ
ぁ
‼
」
と
言
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。「
い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
」
と
み
ん

な
に
向
か
っ
て
や
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
「
だ
ぁ
」
と
言
い
ま
す
。
顔
や
頭
な
ど

ど
こ
も
隠
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
か
わ
い
い
で
す
。

▽
今
練
習
し
て
い
る
こ
と
は
？

―
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て
一
人
で
食
べ
る
練
習
を
し
て
い
ま
す
が
、
ス
プ
ー
ン
を
持
っ
て

も
す
ぐ
投
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
何
で
も
食
べ
る
の
で
助
か
っ

て
い
ま
す
。
逆
に
食
べ
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。

▽
家
庭
の
雰
囲
気
は
？

―
子
供
た
ち
３
人
と
も
個
性
が
あ
り
、
見
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
。
そ
の
分
騒
が
し
い
時

も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
に
ぎ
や
か
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
を
一
言
で
表
す
な
ら
、
聡
一
く
ん

(６
)は
「
好
奇
心
旺
盛
・
賑
や
か
な
兄
」、
礼

子
ち
ゃ
ん
(４
)は
「
お
や
つ
は
計
画
的
・
ち

ゃ
っ
か
り
者
の
姉
」、
亮
子
ち
ゃ
ん
は
「
お
も

ち
ゃ
を
散
ら
か
し
て
も
怒
れ
な
い
・
み
ん
な

の
ア
イ
ド
ル
亮
子
」
で
す
。

大石田町駅前通り

伊藤 亮子
りょうこ

ちゃん(１歳)
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■(今月の表紙)元気にがんばってます
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■女性部活動 ／ 旅行センターお知らせ ６

■みちのくぼいす
／クロスワードパズル ８
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■家族で楽しむおいしい一皿
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▼
栽
培
品
目
、
栽
培
面
積
は
？

妻
の
美
津
保
さ
ん
(58
)と
一
緒
に
、
水

稲
70
㌃
、
た
ら
の
芽
45
㌃
、
す
い
か
100
㌃

栽
培
し
て
い
ま
す
。
た
ら
の
芽
は
、
尾
花

沢
営
農
セ
ン
タ
ー
山
菜
部
会
に
加
入
し
て

出
荷
し
て
い
ま
す
。

▼
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
経
緯
は
？

農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
、
農
業
を
生
業

と
し
て
い
こ
う
と
子
供
の
頃
か
ら
思
っ
て

い
た
一
方
で
、
あ
ま
り
や
り
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
高
校
時
代

に
「
農
業
を
好
き
に
な
れ
ば
良
い
」
と
思

い
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

▼
農
業
の
魅
力
、
農
業
を
し
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
？

近
年
は
特
に
異
常
気
象
が
続
き
栽
培
管

理
に
は
苦
労
し
ま
す
が
、
自
分
が
納
得
す

る
作
物
が
収
穫
さ
れ
た
時
は
苦
労
が
報
わ

れ
た
よ
う
で
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

栽
培
し
て
い
る
作
物
を
と
お
し
て
、
様
々

な
こ
と
を
学
び
・
教
わ
る
こ
と
は
農
業
の

良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
農
業
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
事
は

あ
り
ま
す
か
？

や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
し
、
や
っ
た
分
だ
け
前
に
進
め
る
の

が
農
業
。

品
質
の
良
い
生
産
物
を
作
れ
ば
、
金
は

後
か
ら
つ
い
て
き
ま
す
。
簡
単
に
は
諦
め

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
今
後
の
目
標
は
？

こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
中
で
身
に
付

け
た
こ
と
を
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農

者
ら
必
要
と
し
て
い
る
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

栗花落(つゆり)
栗の花は、５月から６月ごろに咲きます。クリ

ーム色で細長い穂状の花が咲きだすと、栗の木全
体がかすみがかったようになり、独特な青臭いよ
うな香りが漂います。５月の後半には、梅雨の走
りといえるような、ぐずついた天気が続くことも
あります。本格的に梅雨が近づいてくると、空気
が湿気を多く帯び始めるので、より香りが漂いや
すくなり、梅雨が近いことを実感します。
栗の花が落ち始める頃、空気はさらにしっとり

と重くなり、いよいよ梅雨入りが近くなります。

お天気カレンダー
気象予報士 檜山靖洋

「栗花落」という言葉があり
ます。「栗花落」に、仮名を当
てると「つゆり」です。つまり、
栗の花が落ちる頃に梅雨入りす
るということです。日本語は、
自然の変化を言葉に閉じ込めて
きたのですね。
天気図を見たり、気象庁から

のお知らせを見たりする前に、
栗の花が静かに落ちることで、
梅雨入りの時期をそっと教えて
くれるかもしれませんね。

尾花沢市下柳渡戸

藤井 文夫
ふみお

さん(67歳)

尾花沢地区の農事実行組合長・受検組合長・尾花
沢米生産部会の合同研修会が３月３日、尾花沢営農
センターで開かれ、米生産者ら約90人が出席しまし
た。山形県農林水産部農業技術環境課の中島具子作
物技術専門員が「暑さに負けない！米づくり～近年
の気象条件をふまえた対策技術～」と題して講演。
高温に対応した土づくりや根の活力を維持する水管
理などを説明しました。
３月２日には大石田営農センターで「つや姫」
「雪若丸」栽培者の研修会が開かれ、約80人が出席
しました。北村山農業技術普及課の佐藤香澄主任技
師が、「つや姫」「雪若丸」の栽培について説明。土
づくりから移植、健苗の育成、水管理、刈り取りま
で高品質安定生産のためのポイントを学びました。

▶
暑
さ
に
負
け
な
い
米
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
研
修
会

(尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
)

令和８年産米づくり学ぶ
～尾花沢・大石田で研修会～村山営農センターさくらんぼ生産部（井澤健司部

長）の結実確保およびせん定講習会が３月３日、４
日の２日間行われました。
３日に楯岡地区の大山拓也さんの園地で行われた
講習会には12人の生産者らが参加。北村山農業技術
普及課の荒澤直樹シニア専門員が、人工授粉の３回
以上実施、強風・乾燥・高温対策など結実をよくす
るためのポイントを説明しました。せん定講習会で
は、良い果実が成る花芽、枝をそろえ、作業しやす
く日当たりの良い樹に改善するためのせん定を実演
しました。
同様の講習会は３月９日に尾花沢地区、大石田地
区でも行われました。

さくらんぼ結実確保・せん定講習会

ＪＡみちのく村山営農法人協議会は３月３日、村
山市のクアハウス碁点で米穀の情勢に関する検討会
と講演会を開き、協議会に加盟している10団体の代
表やＪＡの役職員30人が出席しました。
ＪＡ山形中央会地域・担い手サポートセンターの
岩田俊彦専門アドバイザーが、スマート農業技術活
用促進法の概要や次世代総点検を通じた担い手確
保・事業承継等の取り組みについて説明しました。
当ＪＡの米取り引き先で株式会社神明の森脇暁取
締役米穀事業本部長が「直近の米穀情勢について」
と題して講演。農業を取り巻く環境や直近の需給環
境などについて話をし、米の品種改良・開発や就農
支援など神明グループの取り組みを紹介し、ＪＡグ
ループと共に日本のおいしい米の生産を守っていく
考えを示しました。
▶
講
演
す
る
森
脇
本
部
長

米穀の情勢について検討
～ＪＡ営農法人協議会～

３月18日、19日の２日間、ＪＡグリーン４店舗で
創業祭のイベントが開かれました。大好評の山形牛
を数量限定で販売した他、春作業を中心とした農業
資材や春播き種子、作業着などの衣料品を特別価格
で提供しました。
産直館「はいっと」、「産直つなぎ」では新鮮野菜
や加工品なども販売され、買い求めるお客様で賑わ
いました。

ＪＡグリーン創業祭

▶
産
直
館
「
は
い
っ
と
」

▶
大
山
さ
ん
の
園
地
で
開
か
れ
た
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
講
習
会

▶
伊
藤
靖
さ
ん
の
園
地
で
開
か
れ

た
大
石
田
地
区
の
せ
ん
定
講
習

会
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▶
東
北
農
政
局
次
長
賞
を
受
賞
し
た
、

農
業
科
学
部
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
研

究
班
の
メ
ン
バ
ー

農林水産省が主催する第２回みどり戦略学生チャ
レンジで、村山産業高等学校（坂井孝朗校長）農業
科学部・エンドファイト研究班の研究プロジェクト
が東北農政局次長賞を受賞。３月４日に同校で授賞
式が行われました。
植物共生微生物「エンドファイト」を活用して、
ソバ栽培における化学肥料の使用量を30㌫削減する
菌株を見つける研究目標に取り組み、試験を重ね農
業利用が可能な生育促進効果の高い菌株を発見。全
国のソバ栽培に換算すると、必要なリン肥料を
4600㌧削減の試算となりました。
武田凱さん(17)は「受賞は素直にうれしい。土を
使った試験で結果を出すのは大変だったが、エンド
ファイトの特徴を生かし環境への負荷を減らしてい
きたい」と話しました。

ＪＡみちのく村山青年部は３月19日、ＪＡ本店で
第31回通常総会を開き、盟友ら35人が出席しました。
議事では、令和７年度の事業活動経過などを報告。
令和８年度は農業の維持・発展に向け、地域農業の
担い手としてＪＡ、ＪＡ女性部と連携して積極的に
活動していくことを確認しました。
役員改選では、新委員長に土谷拓未さん（村山地
区）、副委員長に尾崎大介さん（尾花沢地区）と青
木博さん（大石田地区）が選任されました。あいさ
つした土谷委員長は「各地区の盟友同士の交流を活
発に行い、地域農業発展のため積極的に事業を展開
していく」と意欲を見せました。

▲新３役(右から尾崎副委員長、土谷委員長、青木副委員長)

昨年11月、東京都中央卸売市場板橋市場で開かれ
た令和７年度山形県産ストック品評会で、富並青柳
農産(株)が金賞(北東京花き事業協同組合賞)、奥山
金弥さんが銀賞(株式会社埼玉園芸市場社長賞)を受
賞しました。
１月26日に開かれた山形県啓翁桜品評会で、鈴木
法子さんが銀賞第２席(全農山形県本部運営委員会
長賞)を受賞しました。
３月19日、ＪＡ本店を訪れ、三浦組合長に受賞の
報告を行いました。

▲右から鈴木さん、奥山さん、富並青柳農産(株)の
青柳和彦代表取締役、三浦組合長

北村山農業改良普及事業推進協議会は３月１日、
尾花沢市文化体育施設「サルナート」コンベンショ
ンホールで「日本一の夏すいか研究大会２０２６」
を開催。２市１町のすいか生産者や関係機関の代表
ら約150人が参加しました。
大会では、株式会社平果の鈴木光栄代表取締役社

長が「市場における青果物取引概要と『尾花沢すい
か』への提言」と題して基調講演しました。尾花沢
すいかに対する期待は大きく、品質の安定化を基本
とした儲かる農業に向け、生産販売に大切な「商品
力」「組織力・団結力」「情報力」「機動力」の４つ
を提言しました。
パネルディスカッションでは、村山・尾花沢・大

石田のすいか生産者３人から、高温期における栽培
上の課題、若手生産者の育成等についての意見が出
され、今後の取組みなどについて意見交換が行われ
ました。

▲活発に意見交換が行われたパネルディスカッション

村山営農センターつや姫栽培研究会は３月23日、
村山市のクアハウス碁点で栽培講習会と通常総会を
開き、研究会のメンバーら約60人が出席しました。
総会に先立ち行われた講習会では、北村山農業技

術普及課の大江泰弘主任専門普及指導員が、令和７
年度の作柄を振り返り、８年産の栽培ポイントを話
しました。
総会では令和８年度の事業計画として、圃場巡回、

講習会等をとおして良食味安定生産に向け、決めら

夏
す
い
か
日
本
一
の
「
尾
花
沢

す
い
か
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持
し

て
行
こ
う
と
、
昨
年
４
月
に
開
校

し
た
「
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
」

の
修
了
式
が
３
月
26
日
、
尾
花
沢

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
尾
花

沢
市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
の
全

面
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
１
年

間
先
進
農
家
で
栽
培
技
術
や
農
業

経
営
を
学
ん
だ
16
人
に
修
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
す
い
か
生

産
部
会
部
会
長
で
、
学
長
の
大
山

功
学
長
が
「
尾
花
沢
す
い
か
農
学

校
も
２
年
目
で
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
。
甘
み
、
シ
ャ
リ
感
、
歯
ざ
わ

▲｢尾花沢すいか農学校｣を修了した生徒たち（前列中央が大山学長)

り
の
３
拍
子
が
そ
ろ
っ

た
も
の
が
尾
花
沢
す
い

か
。
修
了
生
に
は
品
質

重
視
で
栽
培
に
取
り
組

み
、『
尾
花
沢
す
い
か
』

の
名
に
恥
じ
な
い
も
の

を
消
費
者
に
届
け
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

修
了
生
一
人
一
人
が

１
年
を
振
り
返
っ
て

「
出
荷
数
量
を
増
や
し
、

良
品
質
で
お
い
し
い
す

い
か
作
り
に
取
り
組
み

た
い
」、「
学
長
の
指
導

も
あ
り
、
品
質
が
良
く

結
果
も
残
せ
た
。
今
年

は
栽
培
面
積
を
増
や
す
。

よ
り
一
層
、
良
品
質
栽

培
に
頑
張
り
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

16
人
に
修
了
証
を
交
付

〜
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
〜

良食味・安定生産目指す
～つや姫栽培研究会通常総会～

高温対策、若手育成に意見交換
～日本一の夏すいか研究大会～

新委員長に土谷さん
～ＪＡみちのく村山青年部総会～

ストック・啓翁桜品評会の受賞を報告

東北農政局次長賞受賞
～村山産業高校エンドファイト研究班～

れた栽培管理を徹底し、
消費者に信頼される産地
づくりを目指していくこ
とを確認しました。役員
改選では、会長に元木久
雄氏（楯岡地区）、副会
長に笹原喜幸氏（戸沢地
区）が再任されました。

再任された元木会長(左)と
笹原副会長

戸沢小学校（髙橋文明校長）では３月４日、2027
年に本格デビューする県産米「ゆきまんてん」が給
食で提供され、全校児童67人が味わいました。
県やＪＡグループなどで組織する「つや姫」「雪
若丸」ブランド戦略推進本部が開いたもので、村山
地域で収穫された６㌔が提供されました。
昨年５月、同校５年生９人が吉村美栄子知事らと
県産ブランド米と一緒に「ゆきまんてん」の苗を実
習田に手植え。給食で提供されるのは初めてで、納
豆、ホイコーロー、みそ汁で味わいました。

▲「ゆきまんてん」を味わう児童

デビュー前の米を給食に
～児童が｢ゆきまんてん｣味わう～

良食味安定生産に向け取り組むことを確認した総会



６７

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
女
性
部
は

３
月
11
日
︑
Ｊ
Ａ
本
店
で
第
31
回

通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
︒
代

議
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
55
人
が
出

席
し
︑
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
全
３
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
︒

席
上
︑
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
︑

三
役
歴
任
者
で
大
石
田
町
海
谷
地

区
の
早
坂
洋
子
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
︒

犬
飼
紀
子
部
長
が
﹁
令
和
８
年▲あいさつする犬飼部長

【全体運】遊びに行くのに良いとき
です。時間をやり繰りして余暇を
多めにつくると楽しめます。効率
もアップして一石二鳥
【健康運】目の健康に気を使って。
歯磨きも丁寧に
【幸運の食べ物】新ジャガイモ

【全体運】上昇気流に乗っています。
前向きな気持ちでいろいろなこと
に挑戦を。面白い収穫があるはず。
買い物が吉
【健康運】朝の散歩がお勧め。ゆっ
くり深呼吸するのも◎
【幸運の食べ物】ウメ

【全体運】一歩先を見て行動を。現
状にとらわれ過ぎないのが成功の
ポイントです。おしゃれに気を使
うと運気が上昇します
【健康運】おしゃべりでストレス発
散。友人とのスポーツも◎
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】会話の中から新たなプラ
ンが生まれてきそう。できるだけ
たくさんの人と触れ合うよう心が
けて。趣味の集まりが吉
【健康運】運動不足に注意。ダンス
などで楽しく体を動かして
【幸運の食べ物】コゴミ

【全体運】頭の痛い問題も起こりそ
うですが向き合って。逃げない姿
勢が好展開をもたらします。動く
前に情報収集を
【健康運】持久カアップの運動がお
勧め。シェイプアップも◎
【幸運の食べ物】ニンニク

【全体運】好調運。セミナー参加や
旅行など見聞が広がる行動にツキ
があります。注目を浴びるので周
囲の目も意識して
【健康運】血行を良くして凝りやむ
くみを遠ざけましょう
【幸運の食べ物】新ゴボウ

【全体運】後回しになっていたこと
を一気に片付けてしまいましょう。
心配事をなくせば運気がアップ！
旅行は遠出がお勧め
【健康運】すり傷やかぶれに気を付
けて。虫よけ対策を
【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】気になることが多く右往
左往しがち。落ち着いて効率良く
動くよう心がけましょう。人の手
を借りることも考えて
【健康運】サプリや薬は飲み過ぎな
いように。用法・用量が大事
【幸運の食べ物】ルッコラ

【全体運】先を急がず腰を据えて。
安全策で回り道した方が早＜ゴー
ルできます。丁寧な作業は好感度
も上げてくれます
【健康運】筋力アップなど少し
ハードなトレーニングもOK
【幸運の食べ物】ニラ

【全体運】ドキリとするようなこと
も丸く収まります。ポジティブ思
考でいきましょう。遊びに行くの
は大賛成。華やかな場所が吉
【健康運】気にし過ぎは禁物。胃に
優しいものを食べて
【幸運の食べ物】さんしょう

【全体運】停滞モードは次第に回復。
下旬は勢いがあります。目立たず
準備を進めて一気に打って出ま
しょう。めりはりが大切
【健康運】パズルやクイズで脳トレ
を。認知症予防にも
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】良好運ですが後半は乱れ
がち。正確さが必要なことは早め
に済ませてしまいましょう。前半
は旅行も楽しめます
【健康運】新鮮な野菜や果物をたく
さん食べてパワーアップ
【幸運の食べ物】ナツミカン

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

来月のあなたの運勢 ５月占いコーナー

双子座 ５/21∼６/21 蟹 座 ６/22∼７/22

獅子座 ７/23∼８/22 乙女座 ８/23∼９/22 天秤座 ９/23∼10/23 蠍 座 10/24∼11/22

水瓶座 １/20∼２/18 魚 座 ２/19∼３/20

モナ・カサンドラ

牡牛座 ４/20∼５/20牡羊座 ３/21∼４/19

射手座 11/23∼12/21 山羊座 12/22∼１/19

度
も
仲
間
と
一
緒
に
︑
楽
し
く
活

発
に
活
動
し
て
い
こ
う
﹂
と
あ
い

さ
つ
︒
部
員
数
の
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
な
か
︑
持
続
性
を
持
っ
て

活
動
し
︑
次
世
代
を
担
う
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
︑

積
極
的
な
﹁
声
か
け
﹂
に
よ
り
仲

間
づ
く
り
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
︒

終
了
後
︑︵
一
社
︶
家
の
光
協
会

普
及
文
化
本
部
東
日
本
普
及
文
化

局
の
中
川
賢
斗
さ
ん
を
講
師
に
︑

﹁
家
の
光
﹂
防
災
教
室
が
開
か
れ
︑

防
災
収
納
術
や
護
身
術
︑
ポ
リ
袋

を
使
っ
た
料
理
を
紹
介
︒
応
急
手

当
や
荷
物
の
固
定
な
ど
に
も
応
用

で
き
る
﹁
マ
イ
防
災
ボ
ト
ル
ホ
ル

ダ
ー
﹂
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
︒

▲感謝状を受け取る早坂さん

▲マイ防災ボトルホルダーつくりに挑戦

▲災害時の非常食作りに挑戦

村
山
地
区
女
性
部
は
３
月
３
日
︑

令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
Ｊ
Ａ
本

店
で
開
き
ま
し
た
︒
令
和
７
年
度

の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
な

ど
３
議
案
は
︑
満
場
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
︒

引
き
続
き
︑
日
本
赤
十
字
社
山

形
県
支
部
事
業
推
進
課
の
川
合
広

泰
事
業
推
進
係
長
に
よ
る
防
災
セ

ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
︑
災
害
時
の
非

常
食
と
し
て
︑
耐
熱
性
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
袋
を
使
っ
た
ご
は
ん
と
大
根

さ
ば
缶
煮
の
調
理
に
挑
戦
︒
熱
湯

に
入
れ
煮
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
︑

試
食
し
て
も
美
味
し
く
︑
災
害
に

対
す
る
意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
︒

村
山
地
区
女
性
部

通
常
総
会

▲来年度も活発に活動していくことを確認した総会

大
石
田
地
区
女
性
部
は
３
月

６
日
︑
第
31
回
総
会
を
大
石
田
営

農
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
︒

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
︑
令
和
８
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
な
ど
３

議
案
は
︑
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
︒

令
和
８
年
度
は
︑
大
石
田
地
区

の
小
中
学
校
に
花
苗
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
︑
生

活
資
材
な
ど
の
共
同
購
入
︑
Ｊ
Ａ

ま
つ
り
へ
の
参
加
︑
手
芸
教
室
︑

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
︑
仲
間
づ
く
り
運

動
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
︒

大
石
田
地
区
女
性
部

総

会

▲キャンディーポーチ作りに挑戦

尾
花
沢
地
区
女
性
部
は
３
月
８

日
︑
令
和
７
年
度
活
動
報
告
会
を

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
で
開
き
︑

新
年
度
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
︒
貸
衣
裳

事
業
の
決
算
と
令
和
８
年
度
の
事

業
計
画
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
︒

報
告
会
終
了
後
︑
貸
衣
裳
の
古

い
ド
レ
ス
を
利
用
し
た
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
ポ
ー
チ
作
り
に
挑
戦
︒
参

加
者
は
事
務
局
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
作
り
︑
貸
衣
裳
の
生
地
を
再

利
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ
ー
チ

に
満
足
し
て
い
ま
し
た
︒

尾
花
沢
地
区
女
性
部

活
動
報
告
会

積
極
的
活
動
と
仲
間
づ
く
り
強
化
を
確
認

～
女
性
部
通
常
総
代
会
～



❶女性同士のきょうだい
❹トーシューズをはいて踊り
ます

❼風呂場でお湯をためるところ
❾太古から人間に飼われてい
る動物

10表の反対側
11端午の節句に――餅を食べた
13日本三大祭りのひとつ、
――祭。東京で5月におこ
なわれます

15――ベース、アット――
16釣り人がじっと見るもの
17川を渡るためにかけます
18そろそろ行かないと！タイ
ム――だよ

20Ｓが小ならMは
215月4日は――の日。国民
の祝日です

⬇ タテのカギ
❶端午の節句に風呂の湯へ入れ
ます

❷変わると寝つけない人もいま
す

❸岩の多い海岸のこと
❺現在の元号です
❻アルファベットの14番目
❽安、実、宝に共通の部首
12漢字では羊歯などと書く植物
13車のこと。――ナビ
14つくね、ハツ、砂肝といえば
15キャッチャーともいいます
16ゴルフクラブの種類のひとつ
17童謡「ぶんぶんぶん」で飛ぶ
もの

19ウサギのものは長め

➡ ヨコのカギ

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

８９

20

21

17

18

18

19

15

16

13

14

10

９

11

12

７

８

７

９

１

２

３

４

５

６Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

Ａ

19

20

16

17

16

18

12

13

14

15

10

11

12

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

３月号の答え ｢ハナフブキ｣

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』５月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ４月23日(木)
※ 当日消印有効

ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも
記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！
すてきな賞品をプレゼント
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-001185

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

•ゆきちゃん さん(村山市）
•彩里ばあさん さん(大石田町）
•ひまわり さん(尾花沢市）
•２児の母ちゃん さん(尾花沢市）
•馬耳痛風 さん(村山市）

Ｄ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

「
最
近
気
に
な
る
事
…
」で

す
。

原
油
の
高
騰
、
物
価
高
な
ど
、

み
な
さ
ん
が
最
近
気
に
な
る
事
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

「
春
と
言
え
ば
…
」

テ
ー
マ
大
賞

Ｂ

キ ミ シ ミ レ

ア ブ ラ ナ ナ エ
サ イ ク サ イ フ
リ セ リ ク ダ

ツ リ ヤ リ ナ ゲ

カ イ キ ヨ ウ

ハ ナ ミ キ ブ ン

ん
な
が
好
ス
タ
ー
ト
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
！

（
尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や
さ
ん
)

日
本
の
枕
草
子
に
は
｢春
は
あ
け
ぼ
の
…
」
と

あ
り
、
春
は
明
け
方
に
趣
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

逆
に
中
国
の
古
典
に
は
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と

あ
り
、
春
に
な
れ
ば
朝
は
な
か
な
か
起
き
ら
れ
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

｢暁
を
覚
え
ず
｣の
方
で
、
な
か
な
か
布
団
か
ら
出

ら
れ
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
春
は
だ
ん
だ
ん
暖
か

く
な
り
、
植
物
も
芽
を
出
し
始
め
る
と
、
山
々
に

い
る
熊
さ
ん
達
も
、
動
き
始
め
る
だ
ろ
う
。
｢冬

眠
｣を
継
続
し
て
｢春
眠
｣と
は
い
か
な
い
よ
う
で

あ
る
。

（
村
山
市
／
馬
耳
痛
風
さ
ん
)

春
と
い
え
ば
【
ヒ
ロ
コ
（
ア
サ
ツ
キ
）】
で
す

ね
！
茹
で
て
、
タ
コ
の
頭
と
酢
味
噌
で
い
た
だ
く

と
春
を
感
じ
ま
す
。
茹
で
な
く
て
も
、
豚
肉
と
炒

め
て
も
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
今
年
は
何
回
食
べ

ら
れ
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
(笑
)

(尾
花
沢
市
／
お
ば
ら
う
さ
ん
)

な
か
な
か
１
つ
挙
げ
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、

〝つ
く
し
〞で
す
ね
。
子
供
の
こ
ろ
食
べ
た
ほ
ろ
苦

い
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
都
会
に
住
ん
で
い
る

の
で
今
は
つ
く
し
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
く
、
も

う
40
年
は
食
べ
て
い
ま
せ
ん
。
探
さ
な
い
と
見
つ

か
ら
な
い
く
ら
い
時
代
は
変
わ
り
ま
し
た
。
昔
は

道
端
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
に
な
あ
。

(愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
〝
山
菜
〞。
雪
解
け
が
始
ま
り
い

ろ
い
ろ
な
緑
が
見
え
て
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ふ
き
の
と
う
、
あ
さ
つ
き
、
こ
ご
み
…
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
自
然
の
味
を
早
く
楽
し
み
た
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

積
雪
量
が
少
な
く
て
、
除
雪
回
数
が
４
〜
５
回

と
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
夏
の
水
不
足

も
心
配
さ
れ
ま
す
。

（
村
山
市
／
モ
ン
ス
テ
ラ
さ
ん
)

３
月
は
ひ
な
祭
り
を
迎
え
ま
す
。
兄
弟
と
も
男
、

子
供
も
男
で
、
ひ
な
祭
り
と
は
縁
が
な
か
っ
た
人

生
で
す
。
こ
の
時
期
ひ
な
祭
り
の
歌
を
聴
く
と
、

子
ど
も
の
頃
替
え
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。（

京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
で
す
。
雪
が
解
け

る
と
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
探
し
て
天
ぷ
ら
に
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
苦
い
物
を
食
べ
る
と
春
が
来
た
な
〜
と

感
じ
ま
す
。
多
め
に
採
っ
て
フ
キ
ノ
ト
ウ
味
噌
も

作
り
ま
す
。
ご
飯
に
の
せ
た
り
お
に
ぎ
り
に
入
れ

た
り
し
て
食
べ
ま
す
。

（
村
山
市
／
み
か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

春
の
雪
解
け
が
始
ま
る
と
ウ
キ
ウ
キ
・
ソ
ワ
ソ

ワ
し
て
き
ま
す
。
お
店
で
花
を
愛
で
て
、
窓
際
に

花
鉢
を
飾
り
、
や
が
て
咲
く
桜
の
花
見
を
楽
し
み

に
し
て
農
作
業
を
頑
張
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
収

穫
の
喜
び
を
味
わ
え
ま
す
よ
う
に
♪

（
村
山
市
／
さ
く
ら
マ
マ
さ
ん
)

花
壇
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
水
仙
が
咲
く
と
春
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。（

尾
花
沢
市
／
い
ち
ご
さ
ん
)

春
に
な
っ
た
ら
畑
や
植
木
の
世
話
を
す
る
の
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
今
年
も
色
々
な
植
物
を
育

て
て
み
た
い
で
す
。
あ
と
は
花
粉
が
飛
ば
な
け
れ

ば
最
高
な
の
で
す
が
…（

大
石
田
町
／
隊
長
さ
ん
)

春
は
花
粉
症
で
家
に
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
花
粉
が
多
く
て
大
変
で
す
。
天
気
の
い
い
日
は

外
に
で
た
く
な
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
の
辛
抱
か

な
と
思
い
が
ま
ん
の
毎
日
で
す
。
買
い
物
に
行
っ

た
時
は
目
の
保
養
と
散
歩
が
わ
り
に
歩
き
回
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
（
村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
、
や
は
り
山
菜
の
収
穫
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
こ
ご
み
、
ワ
ラ
ビ
、
た
ら
の
芽
等
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
山
菜
が
芽
吹
い
て
き
ま
す
。

雪
で
は
苦
労
し
ま
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
東
北
の

山
菜
は
美
味
し
い
で
す
。
値
上
が
り
の
春
に
食
費

の
節
約
に
山
菜
料
理
で
す
。

(大
石
田
町
／
レ
ー
ズ
ン
サ
ン
ド
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
、
ず
ば
り
タ
イ
ヤ
交
換
で
す
。
天

気
予
報
を
見
て
雪
予
報
が
出
な
く
な
っ
た
ら
夏
タ

イ
ヤ
に
し
ま
す
。
３
月
号
の
広
報
誌
で
紹
介
し
た

「
外
で
お
に
ぎ
り
い
た
だ
き
ま
す
」
の
絵
を
見
て
、

本
当
に
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

春
は
自
然
と
土
の
中
か
ら
芽
吹
く
ふ
き
の
と
う
、

福
寿
草
の
花
な
ど
目
に
浮
か
び
ま
す
。
冬
の
間
土

の
中
に
ゴ
ー
ル
し
て
い
た
の
が
、
タ
ス
キ
を
つ
な

い
で
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
く
わ

く
し
ま
す
。

（
村
山
市
／
バ
ア
チ
ャ
ン
さ
ん
)

春
は
農
繁
期
に
あ
た
り
、
種
ま
き
、
苗
づ
く
り
、

夏
野
菜
の
苗
の
準
備
等
で
忙
し
く
な
り
ま
す
。
お

い
し
い
実
り
が
あ
る
よ
う
に
祈
り
つ
つ
、
日
々
の

農
作
業
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
満
開
の

桜
が
咲
く
北
山
さ
く
ら
公
園
を
散
策
す
る
こ
と
で

す
。

（
村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

春
は
桜
で
す
。
ど
こ
の
桜
も
桜
並
木
も
素
敵
で

す
。
山
桜
も
素
朴
で
好
き
で
す
。
別
れ
と
出
会
い

が
あ
る
春
で
す
。（

村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

春
は
卒
業
や
入
学
、
就
職
や
退
職
な
ど
人
生
の

節
目
。
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
あ
っ
た
り
、

草
花
が
ゆ
っ
く
り
と
芽
吹
い
て
く
る
心
地
よ
い
季

節
の
始
ま
り
で
す
が
、
私
に
は
ほ
ろ
苦
い
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
が
…
。
子
供
の
大
学
浪
人
が
決
ま

り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
時
に
、
Ｔ
Ｖ
か
ら
予

備
校
の
Ｃ
Ｍ
が
連
日
流
れ
て
き
て
、
つ
い
電
源
を

切
っ
た
り
感
傷
的
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
今
で
は

笑
い
話
に
も
な
り
、
本
人
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
要

因
に
な
っ
た
の
で
は
？
と
思
え
る
懐
か
し
い
出
来

事
と
な
り
ま
し
た
。

(村
山
市
／
赤
毛
の
ア
ン
大
好
き
お
ば
さ
ん
さ
ん
)

今
年
は
雪
が
少
な
い
の
か
先
日
、
ふ
き
の
と
う

を
見
つ
け
天
ぷ
ら
を
し
て
食
べ
ま
し
た
。
春
を
先

取
り
し
た
感
じ
で
し
た
。
孫
が
春
か
ら
中
学
生
に

な
り
、
先
日
ブ
レ
ザ
ー
の
制
服
を
着
て
写
真
を
撮

っ
て
き
ま
し
た
。
私
よ
り
身
長
も
大
き
く
て
成
長

を
感
じ
ま
し
た
。(尾

花
沢
市
／
ひ
ま
わ
り
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
一
年
中
で
一
番
楽
し
み
あ
る
季
節

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
雪
解
け
と
な
れ
ば
作
物

の
す
べ
て
が
芽
吹
く
多
忙
な
毎
日
で
す
。

（
村
山
市
／
98
歳
の
男
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
ふ
き
の
と
う
で
す
。
ま
だ
雪
は
あ

り
ま
す
が
、
先
日
５
、
６
個
と
っ
て
き
て
天
ぷ
ら

に
…
春
を
感
じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
小
１
の
国
語

の
教
科
書
に
「
ふ
き
の
と
う
が
も
っ
こ
り
」
と
言

っ
た
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ
う
に
？
何
十
年
も
前
の

こ
と
で
す
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

（
大
石
田
町
／
彩
里
ば
あ
さ
ん
さ
ん
)

老
齢
の
身
で
雪
か
き
も
無
理
な
の
で
、
若
者
に

事
故
だ
け
を
注
意
す
る
よ
う
に
促
す
だ
け
で
し
た
。

近
頃
は
雪
も
大
分
消
え
、
今
年
も
ま
た
釣
り
が
で

き
そ
う
で
す
。

（
大
石
田
町
／
釣
り
バ
カ
ぢ
ぢ
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
別
れ
の
季
節
だ
と
思
い
ま
す
。
我

が
家
で
も
３
人
の
孫
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
か

な
え
る
た
め
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。
別
れ
は
辛
い

で
す
。
一
番
下
の
孫
は
、
大
学
進
学
の
た
め
東
京

で
一
人
暮
し
を
始
め
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
心

配
で
心
配
で
一
緒
に
行
き
た
い
気
持
ち
で
す
。

(大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
ぁ
さ
ん
)

春
は
良
い
事
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。
確
か
に

「
別
れ
」
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
か
明
る
さ
が
伴

い
ま
す
。
特
に
新
入
学
生
の
ち
ょ
っ
と
大
き
め
の

初
々
し
い
制
服
姿
は
こ
ち
ら
も
す
っ
か
り
心
地
よ

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
旬

の
食
べ
物
で
し
ょ
う
。
特
に
サ
ッ
と
火
を
入
れ
た

だ
け
の
出
始
め
の
木
の
芽
、
こ
ご
み
、
ア
サ
ツ
キ

を
は
じ
め
と
し
た
山
菜
は
、
ど
ん
な
グ
ル
メ
料
理

に
も
増
し
て
、
ま
る
で
体
が
清
め
ら
れ
て
い
く
よ

う
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
マ
エ
ス
ト
ロ
さ
ん
)

地
元
の
広
報
誌
「
ふ
れ
あ
い
」
な
の
で
、
み
ち

の
く
ぼ
い
す
に
は
共
感
す
る
事
ば
か
り
で
す
。
春

と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
お
花
見
で
す
。
農
作
業
の
合

間
を
み
て
、
今
年
は
福
島
ま
で
足
を
の
ば
そ
う
と

相
談
中
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
ゆ
う
ち
ゃ
ん
ば
ぁ
ば
さ
ん
）

春
と
言
え
ば
花
見
で
す
。
霞
城
公
園
の
桜
を
見

な
が
ら
散
歩
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
立
谷
川

の
芝
桜
が
河
川
敷
一
面
に
咲
く
様
子
は
、
花
の
絨

毯
の
よ
う
で
圧
巻
で
す
。
春
は
い
ろ
い
ろ
な
花
が

見
ら
れ
て
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。

（
尾
花
沢
市
／
お
茶
々
さ
ん
)

い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
と
み
ち
の
く
ぼ
い
す
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
２
月
は
忙
し
く
、
期
限

過
ぎ
て
か
ら
の
回
答
に
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
で

楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
は
久
し
ぶ
り
に
母
親
と
一

緒
に
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
ま
っ
た
り
タ
イ

ム
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
春
さ
ん
)

１
９
９
５
年
に
３
つ
の
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
が
、
30
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
こ
と
は
、
地
域
農
業
の
歴
史

に
お
い
て
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

第
４
代
組
合
長
・
髙
谷
氏
の
合
併
20
周
年
式
典
の

思
い
が
よ
み
が
え
る
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
長
年

に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
歩
み
へ
の
深
い
感

慨
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

三
浦
康
彦
組
合
長
の
式
辞
に
あ
る
Ｊ
Ａ
・
組
合

員
・
役
職
員
の
三
位
一
体
と
い
う
言
葉
が
印
象
的

で
す
。
農
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
と
い
う
厳
し

い
現
実
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
な
が
ら
、
次
の
世

代
へ
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
も
、
地
域
に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
と

し
て
の
使
命
を
忘
れ
な
い
姿
勢
は
頼
も
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

こ
の
式
典
全
体
を
通
じ
て
、
単
な
る
周
年
行
事

に
と
ど
ま
ら
ず
、
過
去
へ
の
感
謝
・
現
在
へ
の
自

覚
・
未
来
へ
の
決
意
が
凝
縮
さ
れ
た
場
で
あ
っ
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
次
の
30
年
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
歩
み
を
刻
ん
で
い
く
の
か
、
Ｊ
Ａ
み

ち
の
く
村
山
の
今
後
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

（
広
島
県
東
広
島
市
／
り
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

み
な
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
声
が
い
つ
も
楽
し
み

で
す
。

（
村
山
市
／
Ａ
Ｋ
Ｂ
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん
さ
ん
)

３
月
４
日
で
76
歳
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

日
は
母
の
命
日
で
も
あ
り
ま
す
。
妻
と
墓
参
り
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
誕
生
日
が
母
の
命
日
と
同
じ

な
ん
て
何
か
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

（
東
京
都
あ
き
る
野
市
／
Ｙ
ｕ
じ
さ
ん
)

春
は
桜
め
ぐ
り
を
し
た
い
で
す
。
置
賜
の
桜
回

廊
、
霞
城
公
園
、
天
童
の
倉
津
川
の
し
だ
れ
桜
、

寒
河
江
川
の
桜
並
木
、
堂
ノ
前
公
園
や
徳
良
湖
の

桜
並
木
な
ど
い
ろ
ん
な
桜
の
色
や
形
を
楽
し
み
た

い
で
す
。
桜
を
見
る
と
誰
も
が
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
ね
。

(尾
花
沢
市
／
て
ん
て
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

雪
が
少
な
く
て
良
か
っ
た
が
運
動
不
足
で
す
！

こ
れ
か
ら
夏
の
猛
暑
日
が
心
配
で
す
。

（
村
山
市
／
ト
マ
ト
Ｇ
さ
ん
)

春
と
言
え
ば
４
月
、
新
年
度
の
は
じ
ま
り
。
進

学
、
進
級
、
就
職
、
転
勤
、
異
動
と
、
中
に
は
新

天
地
で
の
新
た
な
進
路
に
向
け
て
、
希
望
や
期
待

に
胸
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
菜
園
の
は
じ
ま
り
。
畑

は
ま
だ
雪
の
山
、
活
動
で
き
る
日
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。
身
体
が
動
け
る
よ
う
に
散
歩
を
し
て
体
力

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
途
中
、
鳴
き
声
に
目
を

向
け
る
と
、
青
空
の
下
を
白
鳥
が
群
れ
を
作
っ
て

Ⅴ
字
飛
行
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
羽
ば
た
き
飛
ん

で
い
ま
す
。
ま
る
で
前
途
を
祈
念
し
て
声
援
を
送

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
家
族
、
み

雪
が
と
け
る
と
待
ち
に
待
っ
た
山
菜
の

季
節
で
す
。
ふ
き
の
と
う
、
あ
さ
つ
き
、

こ
ご
み
な
ど
春
の
恵
み
が
顔
を
出
し
ま
す
。

天
ぷ
ら
や
和
え
物
に
す
る
と
、
孫
た
ち
は

｢ば
あ
ば
あ
の
春
の
ご
ち
そ
う
だ
ね
｣と
大

喜
び
。
そ
の
笑
顔
を
見
る
た
め
に
、
今
年

も
長
靴
を
は
い
て
野
山
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

(尾
花
沢
市
／
ア
ス
パ
ラ
ば
あ
ば
あ
さ
ん
)

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

春
近
し

熊
さ
ん

今
年
は
ど
う
す
る
の
？

※
春
か
ら
熊
さ
ん
達
の
活
動
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
熊
と
人
間
は
、
一
緒
に
生
存
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
山
市
／
馬
耳
痛
風
さ
ん
)

秋
陽

爽
や
か
な
風

海
の
音

母
と
な
が
め
た

温
海
道
し
ゃ
り
ん

（
尾
花
沢
市
／
白
い
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
さ
ん
)

書
き
出
し
て

あ
れ
や
こ
れ
や
と
支
払
い
に

値
上
げ
も
あ
り
て

悩
み
は
つ
き
ぬ

※
春
に
な
れ
ば
雪
か
き
や
寒
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
う
れ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
お
い

し
い
春
野
菜
な
ど
も
食
べ
れ
ま
す
が
、
税
金
や
年
会
費
な
ど
い
ろ
い
ろ
値
上
げ
に

な
る
も
の
も
あ
り
、
支
払
す
る
も
の
を
書
き
出
し
て
み
て
も
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で

す
。

(村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)
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